
国立大学法人旭川医科大学における次世代育成支援のための行動計画 

 

本学では、次世代育成支援対策推進法第１２条の規定に基づき、職員が仕事と子育てを両立さ

せることを支援し、全職員が働きやすい環境をつくることを目的として、次のように行動計画を

策定する。 

 

１ 計画期間  令和７年４月１日から令和１２年３月３１日までの５年間 

 

２ 計画内容 

 （１）妊娠及び子育て中の職員が仕事と家庭との両立を支援するための雇用環境の整備 

目標１ 育児・介護休業法の育児休業制度を上回る期間の休業制度の実施 

    対策 ・育児休業を取得できる期間は、子が満３歳に達する日までとしている制度 

を引き続き実施する。 

目標２ 男性職員の育児休業取得率の向上（２０％以上） 

    対策 ・仕事と育児の両立のための制度を職員に広く周知するほか、育児休業期間中の 

代替要員の確保や業務内容、業務体制の見直し等により、育児休業を取得しや 

すい環境を整備する。 

目標３ 子どもを育てる職員が利用できる多様な勤務形態の実施 

    対策 ・子が小学校就学の始期に達する日まで利用できる育児短時間勤務制度を引き 

続き実施する。 

目標４ 子どもを育てる職員が利用できる事業所内施設の運営 

    対策 ・職員が利用できる学内病児・病後児保育室「のんの」を引き続き運営する。 

目標５ 職員の仕事と子育てを支援する諸制度の周知 

    対策 ・職員が閲覧できる学内ホームページ・小冊子等において周知する。 

 

 （２）働き方の見直しに資する労働条件の整備 

目標１ 法定時間外労働・休日労働の削減 

（フルタイム職員１人当たり月１５時間以内） 

    対策 ・業務の簡素化、合理化を図るとともに業務量に応じた職員配置を行う。 

       ・時間外労働・休日労働の削減のための職場内の意識啓発を図る。 

目標２ 年次有給休暇の取得のための措置の実施 

    対策 ・年次有給休暇の計画的使用及び取得促進のための学内通知を行う。 

 

 （３）その他の次世代育成支援対策 

目標１ 子育てと仕事に関するセミナーの実施 

    対策 ・職員を対象とした子育てと仕事に関するセミナーを引き続き開催する。 

目標２ 学童保育サポートの実施 

    対策 ・職員の小学生の子どもを対象とした学童保育サポート「キッズスクール」を 

夏休み・冬休みに引き続き開催する。 


